
●
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

　

早
生
種
の
‚
ス
ノ
ー
ク
ラ
ウ
ン‘
、
紫
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー
の
‚
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
ク
イ
ン‘

が
、
作
り
や
す
く
お
す
す
め
で
す
。

　

品
種
に
も
よ
り
ま
す
が
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

と
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
苗
か
ら
の
栽
培
期
間

が
2
カ
月
以
上
か
か
る
の
で
、
コ
ン
テ
ナ
は

中
型
（
２０
ℓ
程
度
）
〜
大
型
（
２５
ℓ
以
上
）

の
も
の
を
使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ

の
底
に
敷
く
軽
石
、
市
販
の
培
養
土
、
移
植

ゴ
テ
な
ど
を
準
備
し
ま
す
。

タ
ー
栽
培
な
ら
新
し
い
土
を
使
え
ば
そ
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
茎
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
細

長
く
や
わ
ら
か
い
茎
を
利
用
し
ま
す
。
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
と
中
国
野
菜
の
カ
イ
ラ
ン
を
交
配

し
た
も
の
で
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
同
様
に
栄
養

価
が
高
く
、
食
物
繊
維
も
豊
富
な
の
で
人
気

が
出
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
も
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
同
様
に
野
生
の
カ
ン
ラ
ン
か
ら
派
生
し
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
肥
大
し
た
花
蕾
を
利
用
す

る
、
地
中
海
沿
岸
地
域
が
原
産
の
ア
ブ
ラ
ナ

科
野
菜
で
、
学
名
はB

rassica oleracea

で
す
。
色
は
白
が
主
で
す
が
、
最
近
で
は
オ

レ
ン
ジ
、
紫
、
緑
色
な
ど
の
カ
ラ
フ
ル
な
品

種
も
登
場
し
て
い
ま
す
。 

412008．6．はなとやさい

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
地
中
海
沿
岸
地
域
が
原

産
で
、
不
結
球
の
ケ
ー
ル
型
植
物
に
そ
の
起

源
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ナ
科

の
キ
ャ
ベ
ツ
類
に
属
し
、
学
名
は
、B

ra
s
-

s
ic
a
 o
le
ra
c
e
a

で
す
。
緑
色
の
大
き
な
花

蕾
と
肥
大
し
た
茎
を
利
用
し
ま
す
が
、
そ
の

栄
養
価
は
極
め
て
高
く
、
カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
の
含
有
量
が

多
い
こ
と
で
有
名
で
す
。

　

生
育
適
温
は
１５
〜
２０
℃
で
、
冷
涼
な
気
候

を
好
み
ま
す
。
連
作
障
害
を
防
ぐ
た
め
に
は

２
〜
３
年
の
休
栽
が
必
要
で
す
が
、
プ
ラ
ン

藤
ふじ た  

田　智
　さとし恵泉女学園大学

園芸文化研究所准教授

　ブロッコリーとカリフラワーは、どちらも野生のカン

ラン（キャベツ）から派生しました。キャベツが葉を食

べる野菜なのに対し、この２つは花蕾と茎を利用するの

が大きな違いです。栄養価に優れ、最近では茎ブロッコ

リーやカラフルなカリフラワーが登場するなど、人気の

高い野菜です。

　畑で作る場合はさまざまな品種がありますが、プラン

ター栽培に向くものは多くありません。短期間で収穫で

きる早
わ せ

生品種を植えるのが、成功の秘訣です。

極めて栄養価が高く、
冷涼な気候を好む健康
野菜ブロッコリー。

その● ブロッコリー＆カリフラワー
              ̶花

か

蕾
らい

を食す̶
6

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
＆

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の

原
産
地
と
特
徴

栽
培
方
法

コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
準
備

1

　

畑
で
栽
培
す
る
品
種
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
に
向
く
も
の
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　

茎
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の‚
グ
リ
ー
ン
ボ
イ
ス‘

は
、
タ
ネ
ま
き
か
ら
６０
〜
９０
日
で
収
穫
を
始

め
る
こ
と
が
で
き
、
長
期
間
と
り
続
け
ら
れ

る
の
で
お
す
す
め
で
す
。
ま
た
、
極
早
生
種

の
‚
シ
ャ
ス
タ
ー‘
、
早
生
種
の
‚
エ
ル
デ‘

も
、
植
え
付
け
後
、
比
較
的
短
期
間
で
収
穫

で
き
る
の
で
プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
に
向
い
て
い

ま
す
。

主
な
品
種

ブロッコリーと同
属近縁種で、白や
紫の花蕾を食する
カリフラワー。



　

苗
は
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
コ

ン
テ
ナ
栽
培
に
向
く
品
種
が
販
売
さ
れ
て
い

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
分
で
タ

ネ
ま
き
し
、
苗
を
育
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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おすすめブロッコリー＆カリフラワーあれこれ

‘グリーンボイス’
茎が細くてやわらかく、長期間
収穫できる。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

‘シャスター’
定植後50日程度で頂花蕾がとれ、
側枝花蕾も収穫できる。

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

　

植
え
付
け
の
適
期
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が

3
月
下
旬
〜
4
月
下
旬
と
8
月
下
旬
〜
9
月

中
旬
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
が
8
月
下
旬
〜
9
月

中
旬
で
す
。
そ
こ
か
ら
逆
算
す
る
と
、
タ
ネ

ま
き
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
2
月
下
旬
〜
3
月

下
旬
と
7
月
下
旬
〜
8
月
中
旬
、
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
で
7
月
下
旬
〜
8
月
中
旬
と
な
り
ま
す
。

タ
ネ
ま
き
と

苗
の
植
え
付
け

2

‘エルデ’
夏まきと春作兼用ができ、栽培
適応性が広い頂花蕾どり種。

茎ブロッコリー 極早生種 早生種

早生種

‘スノークラウン’
作りやすく、品質
の高い花蕾がとれ
る人気品種。

紫カリフラワー

‘バイオレット
クイン’
紫の花蕾色がユ
ニークな早生種。

①
タ
ネ
ま
き

　

タ
ネ
ま
き
は
、
植
え
付
け
時
期
の
１
カ
月

ほ
ど
前
を
目
標
に
行
い
ま
す
。
2
月
下
旬
の

低
温
期
に
タ
ネ
ま
き
す
る
場
合
は
、
保
温
を

行
い
ま
す
。

　

9
㎝
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
4
〜
5
粒
タ
ネ
ま
き

し
、
発
芽
し
た
ら
3
本
に
、
本
葉
2
〜
3
枚

で
2
本
に
、
本
葉
4
〜
5
枚
で
１
本
に
間
引

い
て
育
て
ま
す
。
ポ
ッ
ト
で
１
カ
月
間
育
苗

す
る
の
で
、
週
に
１
回
5
0
0
倍
の
液
肥
を

水
や
り
を
兼
ね
て
施
し
、
肥
切
れ
に
注
意
し

ま
す
。
本
葉
5
〜
6
枚
の
こ
ろ
が
植
え
付
け

適
期
で
す
（
第
1
図
）。

苗
を
購
入
す
る
場
合

：

購
入
時
は
、
双
葉
が

し
っ
か
り
つ
い
て
い
る
こ
と
、
節
間
が
つ
ま

り
ガ
ッ
チ
リ
し
て
い
る
こ
と
、
葉
色
が
濃
く

病
害
虫
に
や
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
根
鉢
が

し
っ
か
り
で
き
て
い
る
こ
と
、
下
葉
が
黄
化

し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
選
び

ま
し
ょ
う
。

②
植
え
付
け

　

１
株
植
え
の
場
合
は
、
直
径
３０
㎝
、
深
さ

３０
㎝
の
コ
ン
テ
ナ
を
用
い
ま
す
。
底
に
鉢
底

ネ
ッ
ト
を
敷
き
、
底
が
見
え
な
く
な
る
く
ら

い
の
軽
石
を
入
れ
ま
す
。
次
い
で
培
養
土
を

コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
2
㎝
く
ら
い
と
る
よ
う
に

し
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
の
中
央
に
植
え
穴
を
掘

り
、
苗
を
ポ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
て
植
え
付

け
ま
す
。
植
え
付
け
後
は
た
っ
ぷ
り
と
水
や

り
し
ま
す
。

　

2
株
植
え
に
す
る
場
合
は
、
長
方
形
の
プ

ラ
ン
タ
ー
を
使
い
ま
す
。
株
間
を
４０
㎝
と
り
、

2
株
を
植
え
付
け
ま
す
（
次
頁
第
2
図
）。

第1図 タネまき・苗作り

❶培養土を入れ、4～5粒
タネをまいて覆土する。

9㎝ポット

❺本葉5～6枚の植
え付け適期苗に。

❷発芽（双葉が展開）したら、
3本に間引く。

❸本葉2～3枚のころ、
2本に間引く。

❹本葉4～5枚で
１本にする。



　

2
週
間
に
１
回
、
化
成
肥
料
を
土
１
ℓ
当

た
り
１
ｇ
施
す
か
、
週
に
１
回
5
0
0
倍
程

度
の
液
肥
を
水
や
り
代
わ
り
に
施
す
こ
と
を

目
安
に
し
ま
す
（
第
4
図
）。
抽
苔
期
ま
で

に
植
物
体
を
大
き
く
育
て
る
と
、
大
き
な
花

蕾
が
で
き
る
の
で
、
肥
料
切
れ
は
禁
物
で
す
。

　　

コ
ナ
ガ
、
ア
オ
ム
シ
に
は
ト
ア
ロ
ー
水
和

剤
Ｃ
Ｔ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
オ
レ
ー
ト
液
剤

な
ど
を
散
布
し
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
べ

と
病
に
は
リ
ド
ミ
ル
Ｍ
Ｚ
水
和
剤
、
黒

く
ろ
ぐ
さ
れ腐

病

に
は
カ
ス
ミ
ン
ボ
ル
ド
ー
な
ど
を
用
い
ま
す
。

　

茎
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
タ
ネ
ま
き
後
６０
〜
９０

日
（
植
え
付
け
後
３０
〜
６０
日
）
で
収
穫
開
始

と
な
り
、
次
々
に
側
枝
花
蕾
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
側
枝
花
蕾
は
、
直
径
が
１０
円
玉

く
ら
い
の
時
に
、
茎
を
２０
㎝
程
度
つ
け
て
収

穫
し
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
場
合
は
、
頂
花
蕾
の
直

径
が
１０
〜
１５
㎝
に
な
っ
た
ら
収
穫
適
期
で
す
。

早
生
種
で
、
植
え
付
け
後
５５
〜
６０
日
と
な
り

ま
す
。

　

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ら
、
早
生
種
で
植
え
付

け
後
７０
日
、
頂
花
蕾
の
直
径
１５
㎝
程
度
が
収

穫
の
目
安
で
す
（
第
5
図
）。

　

苗
の
植
え
付
け
が
適
期
よ
り
早
か
っ
た
り
、

肥
料
不
足
だ
っ
た
り
す
る
と
、
ボ
ト
ニ
ン
グ

（
早
期
抽ち

ゅ
う
だ
い苔

）
が
発
生
し
て
小
さ
な
花
蕾
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
十
分
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

　

水
や
り
は
日
に
何
回
と
決
め
る
の
で
は
な

く
、
土
の
表
面
が
乾
い
た
ら
た
っ
ぷ
り
や
る

習
慣
を
身
に
つ
け
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
水
や

り
後
は
土
の
表
面
が
乾
く
ま
で
次
の
水
や
り

を
控
え
る
よ
う
に
し
、
根
腐
れ
を
予
防
し
ま

す
（
第
3
図
）。

第4図 追 肥

432008．6．はなとやさい

秋田県生まれ。恵泉女学園大学園
芸文化研究所准教授。専門は野菜
園芸学、植物育種学、農業教育学。
「NHK趣味の園芸」講師、雑誌「や
さい畑」連載などで野菜作りの魅
力を伝える。著書に「別冊NHK
趣味の園芸・わが家の片隅でおい
しい野菜を作る」（NHK出版）な
ど多数。 

藤田  智
（ふじた   さとし）

第5図 収 穫

水
や
り

3
追　

肥

4

病
害
虫
の
防
除 

5
収　

穫　

6

収穫適期のカリフラワー。早生種では
植え付け後70日程度で収穫できる。

第2図 植え付け

❶コンテナの底に鉢底
ネットを敷く。

〈1株植えの場合〉

❷底が見えな
くなるくら
いに軽石を
敷く。

❸培養土を入れる。

ウオーター
スペースを
2㎝くらい
とる。

直径30㎝

深さ
30㎝

❹コンテナの中央に
植え穴を掘る。

ポリポットから、根
鉢を崩さないように
抜き、植え付ける。

植え穴を掘る。

❺植え付け後は
水をたっぷり
と与える。

第3図 水やり

〈2株植えの場合〉

培養土

株間40㎝

ウオーター
スペース
（2㎝）

軽石

断面図

土の表面が乾いたら、たっぷりと
水やりを行う。

2週間に1回

化成肥料
土1ℓ当たり1ｇ

500倍液肥

側枝花蕾 頂花蕾 
ブロッコリー
10～15㎝

15～20㎝く
らいの長さ
で切る。

茎ブロッコリーの側枝花蕾
10円玉程度の直径で収穫。

収穫適期（直径）
カリフラワー 約15㎝

または

1週間に1回
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